
会議報告 

会議名称 
 「元気な入間」まちづくり推進・協働ガイドライン策定会議 
  第５回会議 

開催日時  平成１９年３月１９日（月）午後２時００分～４時３０分 
開催場所  市民活動センター ３階 活動室１ 
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 岩崎廣司・太田恵子・北田尚美・亀谷容子・斎藤次雄・齋藤光明 
 清水英弥・清水洋行・関谷佳代子・瀧澤良生・原口喜代美 
鳥山政之・堀夫紗子・宮岡利幸・文字山啓子・渡部直也 

                           以上１６名 
 アドバイザー 犬塚裕雅 

欠席委員  岡野 亘・上原保夫 
傍 聴 人  無し 
事 務 局  西勝課長・中澤主幹・國田主査（司会）・石原主査 （以上、企画課） 

 
議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 
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会議の概要 
及   び 
決定事項 

 
 
 
 
 

１．開会 
２．会長あいさつ   渡部会長 
３．議事 

(1)協働の原則、形態、手順（流れ）についての先進事例からの検討 
 ［主な内容］    
  ○渡部会長が、今後の当会議の進め方について運営会議で検討しこと

を報告した。 
  ○鳥山副会長が、運営会議の検討経過を下記のとおり報告した。 
   ・今日は、先進事例を取り上げ、それを分析し、入間市独自のガイ

ドラインをつくるための最初の作業としたい。 
・事務局と協議し、先進事例を 3 つ（富山県・高松市・杉並区）取

り上げた。 
・３つの先進事例は、運営会議が振り分けたグループにより、それ

ぞれ 1 つの事例について研究する。（各グループは次第裏面のと

おり） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ○グループ討議（６０分）  
 
  ○各グループからの意見（概要） 

１班（富山県） 
   ・職員向けの「マニュアル」という色が濃い。 
   ・用語の定義や意味がしっかり明記されている 
   ・検討過程で市民委員が少ないようだ。 
   ・少々、内容が難しいので、当市のガイドラインは市民が目にして

もわかりやすいものにしなくてはいけないと思う。 
   ・検討過程で職員アンケートを行っているようだ。この手法は参考

になると思う。 
 
   ２班（杉並区） 
   ・当市と比べ、人口や予算規模の違いを感じる。 
   ・協働のパートナーが「NPO 等」と明確になっている。 
   ・毎年改定しており、評価がしっかりしている。 
   ・協働の原則や時限性の原則が明記されている。 
   ・協働によりメリットが明記されている。 
   ・行政側の意識改革についても触れている。 
   ・ガイドラインの位置づけがしっかりしている。 
   ・協働の役割分担が明確である。 
   ・当市にとって、非常に参考になる事例である。 
 
   ３班（高松市） 
   ・職員向けであり、「理念的」なガイドラインである。 
   ・NPO の定義が具体的に明記されている。 
   ・契約形態が曖昧である。 
   ・NPO 側と行政側の人材育成について触れられているところが良

い。 
   ・当市は、誰が作成し誰が読むのかを意識したガイドラインを作成

したい。 
 

○犬塚アドバイザーからのコメント 
 ・当市には、杉並区と高松市の事例が参考になると思う。 
 ・協働に適合する「お金」の出し方を検討していただきたい。 
 



  (2)その他 
   ・杉並区であれば、視察を実施することも可能だと思う。事務局で

検討していただきたい。 
 
  ※板書は別添のとおりです。 
 
 

４．その他 
   第 6 回会議  平成 19 年４月 16 日（月）午後７時～ 
   第 7 回会議  平成 19 年５月 12 日（月）午後２時～ 
   第 8 回会議  平成 19 年５月 12 日（月）午後２時～ 
          会場：市民活動センター  
 
  ５．閉会 
 

 


